	技術・家庭科　題材指導計画　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県版〔R３.２.３〕

	

	題材名：Ｄ１「校内チャットシステムを開発しよう」
　　　　Ｄ２「計測・制御システムで，持続可能なスマート農業を実現させよう」

	内容のまとまり

	内容「Ｄ　情報の技術」

	（１）生活や社会を支える情報の技術
（２）ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題の解決【D1】
（３）計測・制御のプログラミングによる問題の解決【D2】
（４）社会の発展と情報の技術



	１．題材の目標

	[bookmark: _GoBack]情報の技術の見方・考え方を働かせ，scratch1.4による校内チャットシステムや，micro:bitによる栽培管理システムの開発を通して，生活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り，それらに係る技能を身に付け，情報の技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深めるとともに，生活や社会における事象を情報の技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，使用時の安全性，システム，経済性，情報の倫理やセキュリティ等に着目し，問題を見いだして課題を設定し解決する力，よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。



	２．評価規準

	観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	評価規準
	生活や社会で利用されている情報の技術についての科学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組み，情報モラルの必要性及び，情報の技術と生活や社会，環境との関わりについて理解しているとともに，安全・適切なプログラムの制作，動作の確認及びデバッグ等ができる技能を身に付けている。
	農業の発展に関わる問題を見いだして，必要な機能をもつコンテンツのプログラムや計測・制御システムの設計・製作などの課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなどして課題を解決する力を身に付けているとともに，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築を目指して情報の技術を評価し，適切に選択，管理・運用，改良，応用する力を身に付けている
	よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，情報の技術を工夫し創造しようとしている。 



